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組合員の声から生まれました !!

お祝い事や、 御礼の贈り物として、
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【ものづくり ・ 人づくり ・ 地域づくり】 2017 年度活動テーマ　～地元のやさいを食べよう～

【2017 年 12 月の予定】
●生協基幹運営／地域活動 ・催し● ●提携 ・協同 ・連帯企画●

【定期開催の催事】
• 毎週木曜日につくば桜運動公園ゴンタの丘にて地域コミ
ニュティ活動中。

• ゆるカフェ 11 月は生協まつりの準備等で開催中止となり
ます。

• 毎月第 1土曜日にじょうそう朝市を開催しています。

12/4 （月） 脱原発とくらし見直し委員会
12/16 （土） 「歴史を学ぼう」 市民公開講座

12/8、 9 （金、 土） ネットワーク 21 生協　配送担当者会議
12/9 （土） 白井検診
12/10 （日） 松戸検診
12/14 （木） 茨城訴訟団会議
12/16 （土） 柏検診
12/17 （日） 我孫子検診

特別増資 500250 にて 1 口 500 円毎週受け付けています。 出来るときに出来る範囲で、 ご協力宜しくお願い致します !!

～【オールシーズンギフトの説明】～

〇地区懇談会の話から生まれました !!

　地区懇談会にて、「常総生協の商品は美味しいし、こ
だわっているから、通年で使える贈り物（ギフト）商
品があると助かる～。」という声から、通年で使えるギ
フト商品として開発しました。まだ、駆け出したばか
りなので、毎月 1回号（●月 1回）でお知らせのチラ
シと宅配用紙を配布し、商品ラインナップも組合員の
声を反映させながら充実させていきます。毎週ご注文
できる様になっていますので、お祝い事や、御礼の贈
り物として是非ご活用ください。★ 12 月 1 回からご利

用できます。

〇利用の仕方

1.	イメージとしては毎週使えるギフト商品です。夏
季、冬季ギフトと同様の利用方法になります。

2.	班配達、宅配商品共に翌々週のお届けになります。
3.	のし、時間、曜日指定はできません。予めご了承
ください。

4.	インターネット注文からでもご利用いただけます。
5.	毎月はじめの週（●月 1回）のカタログにチラシ
を配布します。その際、商品のラインナップの変更、
追加があります。

6.	商品ラインナップの有効期限は毎月配布されるチ
ラシをご覧ください。

「オールシーズンギフト」

※チラシイメージ画像です。 詳しくは今週配布されているチラシをご覧ください。
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常総生協は台所から地域、 社会を変える取り組みを指針としています。 （専務理事　伊藤）

　2017 年 11 月 9 日の朝日小学生新聞より、以下の

記事が掲載されて、ふと考えました。「エシカル消費」

という言葉が出歩いているが、常総生協の活動、商

品、事業そのものが「エシカル」なのではないか？

　そういった意味では時代が、常総生協の考え方に

追いついてきて、この先の未来を子どもたちに託す

ためにも環境、人、社会の事を考えていく事が問わ

れていると感じます。

〇エシカル消費とは

　「エシカル」は英語で「倫理的な」という意味で、

エシカル消費とは、環境、人や社会、地域に配慮さ

れたものを選んで購入することをさします。エシカ

ル消費の考え方は 1980 年代にイギリスではじまっ

たとされます。エシカルはエコロジーとも重なりま

すが、環境問題にとどまらず、地球上にある様々な

問題の解決に取り組むことを目指します。

　日本では 2014 年 5 月 30 日には「日本エシカル消

費推進協議会」が誕生、2015 年 4 月には政府の消

費者庁で倫理的消費調査委員会というエシカル消費

の研究会が設置されました。

〇常総生協はもともと「エシカル」な生協 !!

　一般的には「エシカル」という言葉が一人歩きしていますが、私たち常総生協の歴史は「エシカル」とい

う言葉が出ていない時から、環境問題、地域貢献、人とのつながりを大切に取り組んでいます。

〇倫理的な消費者 !!　

　大切なのは消費者である私たちが変わる事。スーパーより価格は高いかもしれませんが、そこには生産者

と組合員が長年にわたって積み重ねてきた商品の歴史・背景があります。これからも常総生協から、「倫理的

な消費者」を増やしていきましょう。

（2000 年総代会決議　地域自給宣言より）

協同の精神を高く掲げ、 人のつながりを大切にし暮らし方を変えよう。

「簡単便利」と「忙しい」の中で置き忘れてきたことをもういちど見つめ直そう。

一人では生きられないことを自覚し、思いやれる人に大人がまずなろう。

そして子供達をみんなで育もう。長い歴史のなかのほんのわずかな時間でなくしていった人のつながりと、

地域の環境は私達大人の責任でとりもどそう。今からでも遅くない。はじめることが大切。

　

食生活は地域の自然や食文化から離れ、生産と消費は分断され、かつて自然の恵みとして分け合った「食」

が、商品としての「モノ」の売り買いになり、人や自然に感謝して食べることを忘れつつあります。食は

生命を育み繋ぐもの。それは自然の営み。それは人の協同の営み。地域の営み。

組合員みんなが自分達の組織であるこの生協を使いこなし、安心のくらしと、人のつながりを回復させる

ために手づくりを大切にし家族とのあり様を大切にしつつ、地域に産地に踏み出そう。地域でくらす、人、

土、水、空気、そして多様な生物の営みを身体に感じ、共生しよう。「協同」の精神を高く掲げ、ここで

くらす人々が心豊かに共に生きてゆける地域をつくろう。

「食はローカル」

地域の自然と人の営みの中から生み出されるもの。外国からの輸入食料と飼料にすっかり依存してしまっ

た現状からひとつひとつ脱却しよう。「地場生産・地場消費」－「人の協同・地域環境」の原点に立ち返り、

地域の仲間とともに、生産者とともに、じっくりはじめるスタートの年にしよう。
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キリトリ

東京電力福島第一原子力発電所廃炉作業見学に申し込みます。

※12月 1（金）締切

お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組合員番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

東京電力福島第一原子力発電所廃炉作業見学のご案内

　日本生協連合会より東京電力福島第一原子力発電所の廃炉作業を実際に構内を見学できるご案内募集が全

国の会員生協にきています。そこで、組合員さんの中で、「見学してみたい」という方を募集します。集約し

て日本生協連合会へ常総生協の方から募集頂いた組合員の申し込みを行います。※組合員のみの募集になり

ます。ご了承ください。

＜概要 ・ポイント＞

廃炉作業等の概要説明の後、第一原発構内をバス車内から見学します。

• 瓦礫除去から原子炉施設解体までの廃炉工程ロードマップと現在の作業段階について

• 汚染水対策及び汚染水保管の現状について

• 事故及び地震、台風など自然災害に対する安全対策について

• 作業員の確保、労働環境、労働条件、健康管理等について

• 関連自治体、避難住民、県民、国民への広報について

＜見学日時、 集合場所 ・時間＞

日にち：2018 年 2 月 9 日（金）

集 合：ＪＲいわき駅南口バスのりば 受付：8:30 ～ 出発：8：50

＜持ち物、 注意事項＞

1. 申込書で記入した『写真付き』身分証明書は必ず持参・携行してください。

2. 服装は、作業服等汚れても良い『長袖』、『長ズボン』を必ず着用、または持参ください。女性の方はスカー

ト、ハイヒールはご遠慮ください。

3. 原発構内は、放射線管理区域となり作業員と同等の基準が適用されます。安全管理に努めますが、放射

線量の高い（1 ｍ Sv/ ｈ）区域を通過することがあります。妊娠中の方はご遠慮ください。また、医療

被ばく等で健康管理が必要な方はご注意ください。皮膚に創傷のある方は、傷から体内に放射性物質を

取り込む恐れがあるため視察できない場合があります。※ 2016 年度の見学では、10 μ Sv の被ばく（歯

医者でのレントゲン 1 回分）でした。

4. 写真撮影は禁止されています。構内見学中はカメラ、携帯電話などの撮影機器の持ち込みは禁止されて

います。東京電力社員が撮影した写真を後日、提供します。

5. 当日の緊急連絡先等の案内は開催当日の 1 週間前を予定しています。

6. 宿泊をされる方は各自でご手配ください。
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